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北海道地域物流シンポジウム2026
経済産業省・北海道経済産業局(2026.02.20)

2026年02月20日
於：札幌市

(総括)
北海道物流WEEK2026総括
と未来に向けて
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北海道の物流と地域の将来（あす）を考える2日間
～ 経済産業省・国土交通省による合同イベントを全国初開催！ ～
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1.異業種連携の必要性と課題

①小売業界における需給バランスの偏り
②小売業界における厳しい納品要件

3.課題解決にむけた方法

①発着荷主とのリードタイム交渉
②他業界・品目(青果物など)との帰荷マッチング
③輸送頻度の低減
④消費者に向けた課題周知
⑤行政主導による商習慣の改善
⑥貨物鉄道輸送、海上輸送の活用
⑦物流・商流データプラットフォーム

2.課題解決に向けて協調し得る領域
①納品時間、②リードタイム、③荷姿の標準化

4.場所と仕組み

①中継・共同輸送の要となる拠点の整備
②リンクの高速化や輸送力の強化
③広域分散型の地域構造を基本に整備されたインフラの有効活用
④商習慣も含めソフト面の検討(マッチングと拠点の在り方)

物流インフラ  と 
 流通システムのたすき掛け

出所：報告書より(一部改変)
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2024年度の振り返り
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北海道物流WEEK2025が始まります。

主催：経済産業省・北海道経産局
国土交通省 北海道開発局・北海道運輸局
農林水産省・北海道農政事務所
北海道

3

届けたい人
運んでくださる人
受けとりたい人

モノが出せない
モノを運べない
モノが届かない

北海道商工会議所連合会・福井邦幸部長との議論から

「届けたい人」「運んでくださる人」、
そして全ての人が「受けとりたい人」

2026年度の振り返り
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地域(北海道)における「物流統括責任者(部門)」

オホーツク
▲32

釧路・根室
▲31

十勝
▲25

道央
▲24-25

道北
▲32

道南
▲32

札幌・苫小牧を起点とした
システムの前提が保たれる
範囲(想定)

物流分岐
結節点

物流分岐
結節点

域内
ハブ拠点

域内
ハブ拠点

地域内物流

地域内物流

地域内物流

物流分岐
結節点

S-幹線輸送

S-幹線輸送

S-幹線輸送

物流分岐
結節点

P-幹線輸送

P-幹線輸送

P-幹線輸送

北海道全体のマネジメント
・各地域間の調整

道庁・局を跨く戦略的な
リソース (人員・知恵・インフラ)

の配分・活用

物流統括責任者(部門)

軸1 :
行政の連携軸

軸3 :地域の連携軸
北海道各地の産業、生活を守るた
めの物流をベースとした地域戦略

これらにより
自ずと深まる軸2と軸3の繋がり

軸2 :プレイヤ
の連携軸

届けたい人 運んでくださる人 受け取りたい人

・メーカ,・卸売り,
・小売り,小売り,・行政, ・・・

・トラック,
・海上,・鉄道,・航空,・・・・

・届ける(預ける)人,
・運ぶ人,
・受け取る,・・・・

活動支軸

輸送モード支軸

北海道地域物流シンポジウム(2026.02.20)
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2025年度の振り返り
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• 自らの問題としての認識、現実の周知
～北海道は物流問題に満ち満ちている
～トラック輸送力の低下は始まったばかり、

時間の経過とともに深刻化する

• モノのながれ(運び方と運び方の選ばれ方)の可視化
～運輸施策策定の大前提
～マッチング、ルール作りの大前提

• 北海道の「物流総括責任者(部門)」としての
「北海道」への期待、サポートする仕組み・体制づくり

55

2025年度の振り返り
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(相浦からみた)この一年の大きな出来事

66

(地域不在の議論) 

• 2025年3月14日関係閣僚会議での声明
• 海線の維持、青函共用走行問題に関する(実質的な)結論の先延ばし
・トラック事業適正化関連法の公布(6月11日)

(輸送網の危うさ) 

・多発する災害により輸送障害

(構造上の危うさ) 

• トラック運賃の高騰、効率化にかかる費用、
地域・品目によっては運賃負担困難となる兆候
「運びたくても運べない」⇒「運んだとて…」

• 輸送力不足などに起因する供給連鎖の寸断
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昨今の物流業界を取り巻く動向

主 体
2023年

2024年
2025年
４月

2025年
６月 ～

行 政 「物流革新に向
けた政策パッ
ケージ」
（6月2日）

「物流革新緊急
パッケージ」
（10月6日）

働き方改革関連法の自動車運
転業務などへの適用(4月1日)

・時間外労働時間の

上限規制

・改正改善基準告示の適用

物流関連2法の公布
(5月15日)

トラック運送業における
多重下請構造検討会
（国土交通省,8月）

物流関連2法の施行
・実運送体制管理簿
作成の義務化

トラック事業適正化関連法

の公布(6月11日)

・許可の更新制度の導入(3)

・「適正原価」を下回る

運賃及び料金の制限(3)

・委託次数の制限(1)

・違法な「白トラ」に係る

荷主の取り締まり (1)

トラック運送業における

多重下請構造検討会とりまとめ

（国土交通省,6月）

全 ト 協 【３月】 多重下請構造の

あり方に関する提言

トラック新法案の成立を
目指す（多重下請の制限、
適正原価の設定など）
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豊漁のさんまが （2025）

物流・加工が
産地から消費地への

供給の

ボトルネックに

北海道新聞 2025.09.05朝刊
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北海道物流WEEK2026
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物流Week2026を経て
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軸2

軸3

軸2 :プレイヤの連携軸
協創・共創による
事業の継続

北海道物流を考える際の「連携の三軸」
軸1 :行政の連携軸

鉄道

自動車

海運

グラフ凡例:

5%

86%

10%

釧路 (移出・全品目)

鉄道 海 運 自動車

名寄

旭川

留萌

富良野

稚内

北見

網走

美幌

出所：平成27年北海道内地域間産業
連関表結果の概要,北海道開発局
(一部変更)

道北

道央

道南

十勝

釧路・
根室

オホーツ
ク

462億円

544億円

4,806億円

9,675億円

1,285億円

409億円

出所：平成27年北海道内地
域間産業連関表結果の概
要,北海道開発局 (一部変更)

トラック輸送
低下状況

物流インフラ環境

産業の連関
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軸3 :地域の連携軸
北海道各地の産業、生活を守るた
めの物流をベースとした地域戦略

④2024年度下期
北海道物流関係機関5者会議

(開発局、運輸局、経済産業局、北海道庁、農政事務所) 

③2024年度下期
北海道物流WEEK2025関係機関5者会議
(開発局、運輸局、経済産業局、北海道庁、農政事務所) 

②2024年度上期
ロジスク担当者会議
(開発局、運輸局、経済産業局、北海道庁)

①2023年度
北海道物流WEEK関係機関会議
(開発局、運輸局、経済産業局)

⑤ロジスク実行委員会

・ロジスク
・北海道物流研究会 ・ PoC検証
・釧路港におけるモーダルシフト(船舶)の取り組み
・北海道通運業連合会の取り組み
(地域連携モーダルシフト等促進事業)
北・北海道物流拠点検討協議会
北海道苫小牧海陸一貫モーダルシフト推進協議会

・共同輸配送データベース＆デジタルマッチング
システム実証事業／（一社）運輸デジタルビジネス協議会・（株）traevo
・水産物流の効率化・標準化に向けた実証事業について/（株）ドーコン 
・2024年問題を受けた荷主との物流課題解決に向けた取組

/エア・ウォーター物流（株

交わされる極めて
専門性の高い議論

荷主の皆様の
参画が必須

「情報共有する
場」

「調整する場」

「戦略を議論する
場」
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物流Week2026を経て
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こと、物流については未整理の領域が多い

11

企業

個人

各レベルでの戦略メッシュ
こと、物流については
未整理の領域が多い。
・分担すべき領域
・連携すべき領域

(道内地域、自治体)

国

地方自治体(北海道)
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物流Week2026を経て
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軸1 :行政の連携軸

④2024年度下期
北海道物流関係機関5者会議

(開発局、運輸局、経済産業局、北海道庁、農政事務所) 

③2024年度下期
北海道物流WEEK2025関係機関5者会議
(開発局、運輸局、経済産業局、北海道庁、農政事務所) 

②2024年度上期
ロジスク担当者会議

(開発局、運輸局、経済産業局、北海道庁)

①2023年度
北海道物流WEEK関係機関会議

(開発局、運輸局、経済産業局)

⑤ロジスク実行委員会

「情報共有する
場」

「調整する場」

「戦略を議論する
場」



北海道地域物流シンポジウム2026を経て

• 自らの問題としての認識、現実の周知
～トラック輸送力の低下は始まったばかり、時間の経過とともに深刻化

• モノのながれ(運び方と運び方の選ばれ方)の可視化
～施策策定、マッチング、ルール作りの大前提

• 北海道の「物流総括責任者(部門)」としての
「北海道」への期待、サポートする仕組み・体制づくり
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物流Week2026を経て

札幌市・発着
(市区町村別・所要時間)
(大型車両(10t)＋トラクタ)

2026.02.04作成

該当なし
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経験・知見の集積
・体系的な調査(乱立する調査業務)
・調査結果の供給

(運輸事業者の皆様への)
・任期の見直し

2026

2026
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• 荷主の参画
～不安と不信の解消に主眼を置いた実証など、
  ～同業他社を束ねることへの行政への期待。

( 例えば、ロジスクを入り口として、北海道物流研究会様にご参加いただくなど。)



まとめ
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いま、物流を考えることは

「(将来)次世代にどのような地域を残すか」

を考えること

北海道地域物流シンポジウム2026
経済産業省・北海道経済産業局(2026.02.20)




